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目的 IMCの鏡にASCを導入する。

解析計算とシミュレーションで比較。

・川添さんの論文からの引用を確認

・フラットミラー→1枚ずつに直すときに

(Com+Dif)/2ではなく(Com+Dif)にする。

・シミュレーションで、

accumulated gouy phaseがどうなっているか確認。
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Analysis calculation 
of IMC_ASC

View the signal in reflected power 
(REFL_WFS) and transmitted power 
(IMMT_TRANS, MCe_TRANS) 
when the mirror is moved in 6 patterns.

Signal separation of the six 
patterns of motion at the position 
of the QPD (by Gouy phase).

(Yaw)

Move the flat mirror 
to in-phase

b_p

Move the flat mirror 
to differential.

b_m

Move end mirror b_b

(Pitch)

Move the flat mirror 
to in-phase

a_p

Move the flat mirror 
to differential.

a_m

Move end mirror a_b

IMMT_
TRANS

REFL_
WFS

MCE
TRANS

Imput
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具体的な解析計算の流れ



REFL_WFS

代入する

グイ位相

Direction Cause ∆𝒙 ∆𝒛 ∆𝜽𝒙 ∆𝜽𝒛

Yaw

𝛂𝐛 0 0
−

𝑅

(𝑅 − 𝐿 − 𝑑)
α𝑏 0

𝛂+/𝛂𝐩 0 0
𝑅 − 𝐿

(𝑅 − 𝐿 − 𝑑)
α+ 0

𝛂−/𝛂𝐦 − 𝐿2 + 𝑑2α− 0 0 0

Pitch

𝛃𝐛 0 −βbR 0 0

𝛃+/𝛃𝐩 0 β+
𝑅 − 𝐿

2
0 0

𝛃−/𝛃𝐦 0 0 0
β−
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ミスアライメントしたときのウエスト位置での共振軸の変化



Kawazoeさんの論文から(出版版)

ウエスト位置でのΔy成分が発生している
ものの、
ウエスト位置においての並進方向と傾きの
代入なので、Δyはそれぞれ関係ない

REFL_WFS Y方向の変化分に関して



TRANSでの信号

MCe TRANS MaMb光軸上のウエスト位置とは、
（フラットミラーで折り返さない想定で）
MaMb光軸をフラットミラーよりも延長して、
フラットミラーからウエストと同距離の点



TRANSでの信号

IMMT1_TRANS

ミスアライメントしたときのウエスト位置での共振軸の変化

IMMT1_TRANSはウエスト位置がある光軸と
同じ光軸にあるため、
実際のウエスト位置での共振軸の変化を
そのまま代入する。

Direction Cause ∆𝒙 ∆𝒛 ∆𝜽𝒙 ∆𝜽𝒛

Yaw

𝛂𝐛 0 0
−

𝑅

(𝑅 − 𝐿 − 𝑑)
α𝑏 0

𝛂+/𝛂𝐩 0 0
𝑅 − 𝐿

(𝑅 − 𝐿 − 𝑑)
α+ 0

𝛂−/𝛂𝐦 − 𝐿2 + 𝑑2α− 0 0 0

Pitch

𝛃𝐛 0 −βbR 0 0

𝛃+/𝛃𝐩 0 β+
𝑅 − 𝐿

2
0 0

𝛃−/𝛃𝐦 0 0 0
β−

2
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解析 vs Finesse simulation



simulation

REFL_WFS

解析計算 VS

1枚ずつ鏡を動かした場合
Finesse simulationではgouy phaseシフトしてる。
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不一致



MCe TRANS
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simulation解析計算 VS

1枚ずつ鏡を動かした場合
Finesse simulationではgouy phaseシフトしてる。



IMMT1＿TRANS
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simulation解析計算 VS

1枚ずつ鏡を動かした場合
Finesse simulationではgouy phaseシフトしてる。
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シミュレーションにて
Accumulated gouy phase 確認

MCIからlensまで50度進む。
IMC WaistからMCIまで1度以下進む。

MCEからlensまで10度進む。
IMC WaistからMCIまで55度進む。

IMMT1からlensまで45度進む。
IMC WaistからMCIまで20度進む。

※注意 シミュレーションで
gouy phaseをプロットすると、
lens地点で-90度になる。
(今回は増加分をグラフにしました)


